
②献血協賛企業推進対策  
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l  新規献血協力団休の確保と増回実施依頼   
献血未実施団体の  
の献血ルームでの協  

2  緊急  血ルームヘ 血  鼻可能団 の   小   ■′、血   、血、Jl不 、の 鼻可日  月     20  

凹   移動採血実施時に周辺企業の協力依頼  50社新規協力（移動採血先までの送迎検討）  

③複数回献血者確保対策  
梯漂＝荒瀬  誅≡…≒＝≦  

①緊急時血液型指定PC献血の応諾書数50名以上②一般依  
ロ  メール献血協力要請  複数回献血クラブ会員  

頼の応諾音数1．000名以上   

冬季（2月13月）に実施。県内3献血ルーム複数回献血への誘  
田  健康相談（リラクゼーション）の実施  複数回献血クラブ会員  

導   

3  はがきによる献血依頼  
移動採血では会場別・献血ルームではルーム別の一定期間未実施  
の献血者  

④400mL献血率増加対策  

血液センター職員  400mし推進委鼻会の設置  

全献血会場に持参、設置  全血献血者、   献血受付資材の見直し（のぽり、ポスター等）  

400mL献血可能者  高校献血における400mL献血の受け入れ  

（9その他の具体的対策（     ①～④政外ゐ独自     の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  
≡鐘  

血小板成分献血者   
3ルームで平日1日9名の予約確保。（1ルーム1日3名）年間3．0  

ロ  次回予約献血の推進  
00名を確保する。  

田  需給の情報を把握し電話による献血依頼  血小板成分献血者  緊急時依頼で年間100名   

3   血小板成分献血者  緊急時依頼で年間100名   

4  血小板成分献血者  年間50名  



平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

①若年献血者確保対策  ‾ 日赤＋辛血液センタ≡  

t  

口  セミナー開催  短大・大学・専門学校生  5回開催：参加150人以上  

10～20代の献血者確保対策夏季・冬季に推進キャンペーン実  
四  献血推進キャンペーン  16～29歳  

施（協力者1，000人以上）：母体中心   

3  まがきによる献血依頼・要請  18～29歳  協力者数1．000人以上   

4  学校内献血推進  短大・大学・寺門学校  短大・専門学校：1回／年 大学：2回／年  

②献血協賛企業推進対策  

口    新規献血  協力企業・団体の   開拓  献血未実施・   休眠  中および会場周辺企業  10社   

2    緊急要請可能な企業・団体    の開拓（全血・成分）  血液センター周辺企業団体（小規模）：送迎対応  5社   

3    事前周知の徹底  企  業・団体への出前講座の    開催  20社   

4    企業・団体担当者の研修会開催  協力企業・団体  年3回   

④400mL献血率増加対策  

山   400mL献血のみ受付企業・団体の確保  過去の400mL献血実績の高い企業・団休（90％以上）  10社（シヨ      口  回以上ノ月実施）  

田   推進用資材の製作  献血者  全献血会場   

3   年間計画の見直し  年2回以上実施企業  400mL献血の間隔・総量を考慮した計画の策定   

4   高校献血の見直し  400mL献血受入可能校  2・3年生が対象とし400mL献血可能とする：5校   

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入以下必要に応じ様式を追加）  ⑤その他の具体的対策（①～④以画面独自の対策を記入以下必要に応じ様式を追加）  

l  母体中  心二推進キヤンペー  献血者全鼻（樹こ血小板成分献血）  献血者を1日平均30人以上確保する。   

白  次回PC予約推進  血小板成分献血者  2人／日を目棲：年間500人以上を確保する。   

8  成分献血ポイント制  成分献血者：PC献血優遇  達成者：150人／月⇒200人／月  





②献血協賛企業推進対策  

献血未実施などの企業・団体への協力活動  新規献血協力企業・団体の確保   



②献血協賛企業推進対策  

口    隣企業からの   美迎協力  献血実施会場周辺の企業・団体  1稼働平均献血者の増  

2  新規事業所の開拓  献血協力者30名を望める企業■団体  数社   

④400m」献血率増加対策  

400mL献血基準を満たしている献血者  受付時の推進   



平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

②献血協賛企業推進対策  

献血会場周辺企業・新規参入企業  新規献血協力企業の確保   

③複数回献血者確保対策  

範頼  韓  記      自    華  

口   メールによる献血要請  複数回献血クラブ会員  応諾者800人  

2   はがきによる献血依頼  400mL献血可能者  応諾書10．000人  

3   実施会場（企業・団体）の年間回数の増      加  年1回実施場所（企業・団体）  10会場  

⑤その他の具体的対策（①～④以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平日の成分献血者を1日平均105名確保   成分献血可能者  月曜日から金曜日の献血者確保  





よ産 れ 血液 目標℡を確保するfめI必要と闘われる目体的措置  平成19年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必妾と思われる具体閃措置   

①若年献血者確保対策  三重県赤十字血液センタ  

l  文化祭  での啓発パネル展示  高校・短大・大学  1〔）校以上  

田  若年層献血キャンペーン  18－22歳の著者  
参加1，000人以上、期間中10～20代の献血者構成比35％以  
上   

3  セミナー開催  18～22歳の若者  3回開催、参加150名   

（∋複数回献血者確保対策  

懐  強  薗  套  ：：：：：と：：：二：      ：：・．・．・√．代・     ：：：：：：ジ：：：：：：  ：：：：：：ざ：：：：：：：：：：：二～：：：：：： ：：：：：i：：：：：      寮旨標  裡  
年に1～2回しか行かない企業・大学でパンフレット配布。固定施設  

口   メールクラブ会員の募集  周辺の年間1～2回献血者に対して（1．000名）郵送でパンフレット  
配布。研修会での説明会  

田   電話による400mL献血の       募   集  献血依頼応諾者（一定見献血者含む）  応諾者（実協力者）900名以上   

田   メールによる献血依頼  複数回献血クラブ会員  応諾者（実協力者）150名以上   

④400mL献血率増加対策  

喪潟  ■人■・■・：：  藁  
口   大企業・官公庁での通勤    時の呼び力   ナ  全社鼻、全職員  10団体   

8   献血協力団休・献血推進団体への複数回協力依頼  企業、団体に年3回実施  献血バス（400mLのみ）は採血間    隋、年間採血量を考慮して策定   

3   電話による依頼  電話依頼OKの方のみに不足時に依頼（400mLのみ）  80人／月を目標に年間900名確保   

4   400mL高校献血実施  400mL献血可能者  2校  




